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連続雨量 (mm)
22日23時まで

326 286 336 287 454 489 ※最大雨量
については､
測定不能の
時間帯あり

最大雨量 (mm)
１時間あたり

32 29 29 31 57 67

観 測 地 上久野 加茂 西日登 三刀屋 吉田 入間

人的被害 軽傷１人
死亡１人
軽傷１人

３人

住
家
被
害

(

棟)

全 壊 1 1
半 壊 1 1
一 部 損 壊 1 1 1 3
床 上 浸 水 5 5
床 下 浸 水 1 23 5 3 32

非 住 家
被害(棟)

公共建物 1 1 2
そ の 他 4 25 2 31

水道断水地区(戸数)
芦原､ 東
日登 (60)

吉田､ 深野､
川手 (174)

多根(171) 405

公共土木施設災害(箇所)
下段は被害額(万円)

33
8,950

6
4,000

11
9,100

25
21,950

103
53,100

75
73,700

253
170,800

農林土木災害(箇所)
下段は被害額(万円)

67
3,500

25
1,200

85
17,600

65
11,800

123
52,480

113
35,600

478
122,180

農作物被害額(万円) 14 1,478 386 956 149 330 3,313
避難所開設数(箇所) 8 2 4 11 4 8 37

避難勧告
57世帯
116人

57世帯
116人

自主避難
10世帯
28人

５世帯
11人

５世帯
８人

10世帯
25人

21世帯
68人

52世帯
153人

103世帯
293人

ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡

増増水水ししたた三三刀刀屋屋川川

床床上上・・床床下下浸浸水水被被害害のの出出たた三三刀刀屋屋町町三三刀刀屋屋地地区区

－�－

７
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の
連
続
雨
量
は
、

掛
合
町
入
間
で
４
８
９
㎜
、
吉
田
町
吉
田
で

４
５
４
㎜
を
記
録
。
１
時
間
あ
た
り
の
最
大

雨
量
は
、
17
日
に
掛
合
町
入
間
で
67
㎜
と
い

う
観
測
史
上
最
高
値
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
河
川
水
位
も
19
日
に
は
、
斐
伊
川
の

木
次
観
測
地
点
で
４
ｍ
48
㎝
を
記
録
し
、
昭

和
47
年
豪
雨
災
害
時
の
水
位(

４
ｍ
23
㎝)

を
更
新
し
た
ほ
か
、
同
日
、
三
刀
屋
川
の
坂

山
橋
水
位
観
測
所
で
も
特
別
警
戒
水
位
の
３

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
３
ｍ
91
㎝
に
達
し
ま
し

た
。今

回
の
豪
雨
に
よ
る
雲
南
市
の
被
害
は
、

河
川
の
増
水
に
よ
る
家
屋
へ
の
浸
水
や
道
路

へ
の
冠
水
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止
め
、

農
作
物
へ
の
被
害
、
公
共
交
通
機
関
の
運
休
、

小
学
校
等
の
臨
時
休
校
な
ど
幅
広
い
も
の
で

し
た
。

雲
南
市
で
は
17
日
朝
に
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
警
戒
に
あ
た
っ
て
被
害
に
備
え

た
ほ
か
、
公
民
館
や
公
共
施
設
へ
の
自
主
避

難
の
呼
び
か
け
や
被
害
状
況
の
収
集
・
把
握
、

災
害
現
場
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
本
市
初
め
て
と
な
る
避
難
勧

告
の
発
令
は
、
増
水
に
よ
る
河
川
氾
濫
の
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
18
日
23
時
50
分
に
三

刀
屋
町
大
門
町
へ
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
の

を
は
じ
め
、
19
日
０
時
50
分
に
同
町
旭
町
・

地
王
・
東
町
、
19
日
１
時
30
分
に
同
町
下
熊

谷
に
そ
れ
ぞ
れ
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
対
象

地
区
内
１
１
６
人
の
住
民
が
避
難
所
へ
避
難

し
ま
し
た
。

な
お
、
住
家
被
害
は
、
全
壊
が
１
棟
の
ほ

か
、
半
壊
が
１
棟
、
一
部
損
壊
が
３
棟
、
床

上
下
浸
水
が
合
わ
せ
て
37
件
発
生
。
豪
雨
に

起
因
す
る
土
砂
崩
れ
や
倒
木
、
冠
水
な
ど
の

被
害
に
よ
り
、
市
道
・
農
道
な
ど
の
通
行
止

め
や
片
側
通
行
は
、
お
よ
そ
１
９
４
箇
所
に

も
及
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
度
の
豪
雨
で
は
人
的
被
害

も
発
生
し
て
お
り
、
不
幸
に
し
て
罹
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
で
は
被
災
箇
所
の

早
期
復
旧
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
18
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
害
の
概
要

(

７
月
31
日
現
在)

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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７
月
15
日
か
ら
降
り
続
い
た
記
録
的
な
降
雨
に
よ
り
発
生
し
た

｢

平

成
18
年
７
月
豪
雨｣

災
害
は
、
全
国
各
地
で
冠
水
や
浸
水
、
土
砂
崩
れ

な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
雲
南
市
内
各
地
で
も
多
く
の
爪
跡

を
残
し
ま
し
た
。

土土砂砂崩崩れれにによよりり全全面面通通行行止止めめににななっったた
国国道道331144号号線線 ((木木次次町町西西日日登登地地内内))加加茂茂町町三三代代､､ 三三代代橋橋橋橋脚脚のの水水位位表表示示板板 ((1199日日早早朝朝))

冠冠水水ののたためめ一一時時通通行行止止めめととななっったた国国道道5544号号 ((三三刀刀屋屋地地内内))
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研
究
所
の
高
梨
成
子
さ
ん
に
よ
る

｢

自

助
・
共
助
で
地
域
の
災
害
に
備
え
る｣

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
７
月
16
日
に
は
、
同
会
場
で
、

県
大
会
へ
の
前
哨
戦
と
も
い
え
る
第
31

回
管
内
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
吉
田
方
面
隊
が
優

勝
、
加
茂
方
面
隊
が
準
優
勝
、
そ
し
て
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
木
次
方
面
隊
が
準
優

勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。

出
場
隊
の
団
員
は
、
こ
れ
ら
の
大
会

に
向
け
、
春
先
か
ら
連
日
連
夜
練
習
に

励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
、
長
期
間
の
訓
練

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡

�

８
月
６
日
、
記
念
す
べ
き
第

50
回
の
島
根
県
消
防
操
法
大
会

が
木
次
町
の
斐
伊
川
河
川
敷
操

法
訓
練
場
を
会
場
に
開
か
れ
、

雲
南
市
消
防
団
が
ポ
ン
プ
車
・

小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
も
に
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。大

会
へ
は
、
県
内
各
地
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
部
に
12
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
26
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
各
出
場
隊
は
、
猛

暑
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

雲
南
市
消
防
団
か
ら
は
、
ポ

ン
プ
車
の
部
に
木
次
、
吉
田
、

掛
合
方
面
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
大
東
、
加
茂
、
三
刀
屋
、

���������������������� ��
���������������������� ��

���������������������� ��
���������������������� ��

���������������������� ��
���������������������� ��

���������������������� ��
�

���
�

�
�

�
�

�
	



�

�
�
�

�
�
�
�

吉
田
方
面
隊
の
あ
わ
せ
て
７
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
11

番
目
に
出
場
し
た
掛
合
方
面
隊
は
、

����
����
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����
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����

����
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各
出
場
チ
ー
ム
と
も
得
点
が
伸
び
悩
む

中
、
189
点

(

200
点
満
点
中)

と
い
う
高

得
点
を
獲
得
し
優
勝
。
ま
た
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
12
番
目
に
出
場
し
た
大
東

方
面
隊
は
、
195
点

(

200
点
満
点
中)

と

い
う
高
得
点
で
同
じ
く
優
勝
を
飾
り
、

両
部
門
で
今
大
会
を
制
覇
し
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
木

次
方
面
隊
が
４
位
、
吉
田
方
面
隊
が
５

位
に
入
賞
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
三
刀

屋
方
面
隊
が
12
位
、
吉
田
方
面
隊
が
14

位
、
加
茂
方
面
隊
が
24
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。

ま
た
、
前
日
５
日
に
は
加
茂
文
化
ホ
ー

ル
・
ラ
メ
ー
ル
で
、
第
58
回
島
根
県
消

防
大
会
が
消
防
関
係
者
な
ど
の
集
う
中
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
永
年
消
防
業
務
に
尽
力

さ
れ
た
方
へ
の
表
彰
や
㈱
防
災
＆
情
報
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会会場場ににはは童童謡謡をを口口ずずささむむ大大勢勢のの姿姿がが見見らられれままししたた
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雲
南
市
民
で
童
謡
を
歌
お
う
会

(

景

山
道
隆
会
長)｣

が
発
足
し
、
７
月
22
日

に
発
足
記
念
講
演
会
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

童
謡
を
歌
お
う
会
は
、
市
内
で
活
動
す

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
14
団
体
の
メ
ン
バ
ー

約
４
０
０
人
が
中
心
と
な
り
、
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る｢

童
謡｣

を
歌
い
、

交
流
を
深
め
、
童
謡
で
あ
ふ
れ
た
ま
ち
へ

の
発
展
を
願
い
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

講
師
は
、
童
謡
・
童
話
作
家
で
ハ
ー
モ

ニ
カ
奏
者
の
�
も
り
・
け
ん
�
さ
ん
で
、

｢

子
ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
日
本
の
心
や

自
然
を
綴
る
童
謡
を
歌
い
継
い
で
欲
し
い
。

そ
し
て
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
多
く
の
日

本
人
に
も
口
ず
さ
ん
で
欲
し
い｣

と
話
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
者
は
、
子
守
り
歌
や

朧
月
夜

お
ぼ
ろ
づ
き
よ

、
海
、
故
郷
ふ
る
さ
と

な
ど
数
々
の
童
謡
を
、

も
り
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
童
謡
の
背
景
を
思
い
出
し
な

が
ら
熱
唱
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
旧
町
村
単
位
で
活
動
さ
れ
て
き
た
各
観
光

協
会
が
統
合
・
一
元
化
に
よ
り
７
月
28
日
、
雲
南
市
観

光
協
会
の
設
立
総
会
が
サ
ン
ワ
ー
ク
木
次
で
開
か
れ
ま

し
た
。

発
足
式
で
は
、
会
長
に
就
任
し
た
田
部
英
雄
会
長
が

｢

各
町
村
で
の
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
銅
鐸
、
サ
ク

ラ
な
ど
各
地
の
観
光
資
源
を
一

体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
ご
こ
ろ
を

三
刀
屋
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
43
年
に
完
成
し
、
山
陰

と
山
陽
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
、
１
日
当
た
り
１

５
�９
０
０
台
の
交
通
量
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ン
ネ
ル

内
に
は
歩
道
が
無
く
、
自
転
車
通
学
生
や
歩
行
者
の
安

全
対
策
を
求
め
る
要
望
が
以
前
か
ら
強
く
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
広
島
に
向
か
っ

て
左
側
へ
新
た
に
ト
ン
ネ
ル

(

延

長
３
０
６
ｍ)

を
掘
削
し
、
広
島

方
面
へ
の
１
車
線
の
車
道
を
設
け

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
既

設
ト
ン
ネ
ル
に
は
将
来
、
自
歩
道

と
１
車
線
の
車
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

工
事
に
先
が
け
、
８
月
10
日
に
は
現
地
で
安
全
祈
願
祭
が
行
な
わ

れ
、
出
席
し
た
国
土
交
通
省
や
工
事
関
係
者
が
工
事
の
早
期
完
成
と

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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も
っ
て
迎
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
め
ざ
し

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
。
同
協
会
で
は
、｢

雲
南
市
を
舞
台
に
撮
影

さ
れ
る
映
画
制
作
へ
の
協
力｣

や｢

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成｣

な
ど
の
事
業
を
今
年
度
展
開
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

�

��

������������������

８
月
14
日
、
夏
の
成
人
式
が
、

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で

開
催
さ
れ
、
新
成
人
５
６
５
名
の

う
ち
４
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
速
水
市
長
や
来
賓

な
ど
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
そ
れ
を

受
け
、
新
成
人
を
代
表
し
て
菅
野

貴
久
さ
ん
が

｢

成
人
と
し
て
の
自

覚
を
も
ち
、
広
い
視
野
と
謙
虚
な

気
持
ち
で
、
自
ら
の
責
任
を
果
た

し
て
い
き
た
い
で
す｣

と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
記
念
講
演
で
は
、
錦

織
良
成
監
督
が｢

み
な
さ
ん
が
育
っ

た
所
は
最
高
の
場
所
で
す
。
こ
の

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
想
う
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い｣

と
激
励
。
会
場
で
は
、
記
念
写
真

を
撮
る
新
成
人
た
ち
の
姿
や
懐
か

し
い
顔
ぶ
れ
と
の
再
会
に
思
い
出

話
を
す
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
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平
成
18
年
度
雲
南
市
青
少
年
海

外
視
察
等
派
遣
事
業
の
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

(

ア
メ
リ

カ
・
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
に
14
日
間

の
日
程
で
滞
在)

へ
、
公
募
に
よ

り
選
ば
れ
た
７
人
の
中
学
生
・
高

校
生
が
旅
立
ち
ま
し
た
。

出
発
前
の
８
月
３
日
に
は
壮
行

式
が
行
わ
れ
、
団
員
を
代
表
し
て

中
林
健
太
さ
ん
が

｢

こ
の
機
会
に

大
い
に
交
流
し
、
ひ
と
ま
わ
り
成

長
し
て
帰
国
し
ま
す｣

と
あ
い
さ

つ
。
団
員
ら
は
、
８
月
８
日
か
ら

21
日
ま
で
の
期
間
中
、
リ
ッ
チ
モ

リッチモンドサマースクール派遣団員
後列右から中林健太さん (大東高校２年)､ 久村晃生さ
ん・田中俊也さん (木次中学校３年)
前列右から坪倉慧子さん､ 宮廻千穂さん (大東高校２年)､
井田菜穂子さん (大東中学校３年)､ 岸野あすかさん
(大東中学校２年)

ン
ド
市
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
通
じ
て
、

異
文
化
の
理

解
、
英
語
の

表
現
力
と
理

解
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

新成人誓いの言葉
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旧
仁
多
町
に
生
ま
れ
た
舟
木
さ

ん
は
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
実

家
の
刃
物
づ
く
り
に
就
業
し
て
こ

ら
れ
、
昭
和
36
年
５
月
に
独
立
、

現
在
の
場
所
へ

｢

隆り
ゅ
う

善ぜ
ん

鍛か

冶じ｣

と

し
て
鍛
冶
屋
を
創
業
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
舟
木
さ
ん
は
包
丁
や
鎌
、

鉈な
た

な
ど
の
刃
物
製
作
に
取
り
組
ま

れ
、
そ
の
作
品
は
加
茂
町
の
特
産

品｢

加
茂
刃
物｣

と
し
て
定
着
し
、

昭
和
57
年
に
は
、
島
根
県
の
ふ
る

さ
と
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
	



舟
木
さ
ん
の
刃
物
は
、
元
と
な

る
鉄
＝
軟
鉄
な
ん
て
つ

を
炉
に
入
れ
、
焼
き

あ
が
っ
た
も
の
に
、
鋼
＝
ヤ
ス
キ

ハ
ガ
ネ
を
差
し
込
む｢

割
り
込
み｣

と
い
う
、
刀
鍛
冶
の
流
れ
を
く
む

工
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
の
伝
統
的
工
程
を
通

し
て
、
１
本
１
本
丁
寧
に
研
ぎ
す

ま
さ
れ
加
茂
刃
物
は
作
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
舟
木
さ
ん
に
よ
っ
て

命
が
吹
き
込
ま
れ

｢

高
い
硬
度｣

と

｢

耐
久
性｣

を
備
え
た
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
す
。

�
�
�
�
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多
く
の
鍛
冶
職
人
た
ち
が
、
生

産
の
効
率
化
を
求
め
、
機
械
導
入

に
よ
る
刃
物
づ
く
り
や
工
場
化
に

よ
る
流
れ
作
業
に
変
わ
っ
て
い
く

中
、
舟
木
さ
ん
は
、
手
仕
事
に
よ

る
刃
物
づ
く
り
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

舟
木
さ
ん
は

｢

炉
に
入
れ
る
コ

ー
ク
ス
な
ど
も
高
価
で
仕
入
れ
に

く
く
な
っ
て
き
た
が
、
使
用
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
�
使
い
や
す
い
�

�
手
に
な
じ
む
�
な
ど
の
反
響
を

聞
く
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

現
在
、
自
分
の
後
継
者
は
い
な
い

が
、
包
丁
な
ど
に
刻
ま
れ
た
隆
善

印
の
刃
物
が
後
世
に
伝
わ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
作
り
続
け
た

い｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

加
茂
刃
物
は
、

雲
南
市
の
特
産

品
と
し
て
、

市
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
や

市
内
商
店

の
特
産
品

コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
も

展
示
・
販

売
さ
れ
て

い
ま
す
。

�

今
月
は
、
加
茂
町
三
代
地
区
に
お
住
ま
い
で
、
島
根
県
の
ふ
る
さ
と

伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
加
茂
刃
物
の
製
作
を
し
て
い
る
舟ふ
な

木き

隆た
か

善よ
し

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
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チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で

｢

雲
南
市
民
で
童
謡
を
歌
お

う
会｣

が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
際
の
講
師
で
、
普
段

童
謡
の
普
及
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
で

も
あ
る｢

も
り
・
け
ん｣

さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

お
話
し
に
交
え
、
も
り
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
に

よ
り
数
曲
の
童
謡
が
会
場
一
体
と
な
っ
た
大
合
唱
と
な

り
ま
し
た
。
私
も
童
謡
が
も
っ
と
広
く
歌
わ
れ
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
穏
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

も
り
さ
ん
の
お
話
し
で
は
子
供
は
生
ま
れ
る
ま
で
に

大
脳
の
50
％
が
出
来
、
６
歳
位
ま
で
に
90
％
、
12
歳
位

で
１
０
０
％
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
お
母

さ
ん
の
優
し
い
歌
声
や
お
話
し
は
お
腹
の
子
供
に
と
っ

て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
胎
教
が

大
切
と
言
わ
れ
る
所
以
ゆ
え
ん

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

童
謡
や
童
話
は
優
し
い
心
を
育
み
ま
す
。
か
つ
て
は

家
で
子
や
孫
へ
の
童
話
や
童
謡
の
読
み
聞
か
せ
歌
い
聞

か
せ
は
当
た
り
前
だ
っ
た
の
が
、
核
家
族
化
の
進
展
等

に
よ
り
、
そ
う

し
た
機
会
が
少

な
く
な
り
ま
し

た
。家

庭
で
も
カ

ラ
オ
ケ
で
も
、

童
謡
を
歌
っ
て

楽
し
く
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持

ち
に
な
り
ま
し

ょ
う
。

(

雲
南
市
長

速
水
雄
一)

７月22日の雲南市民で童謡を歌おう会設立の際

雲
南
市
を
舞
台
に
し
た
映
画｢

う
ん
、

何な
ん

？
〜
や
ま
た
の
お
ろ
ち
伝
説
〜｣

が

ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
８
月
１
日
に
は
、

映
画
を
支
援
す
る
実
行
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
市
内
の
遺
跡
や
神
楽

を
背
景
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
を

織
り
交
ぜ
た
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
旧

平
田
市
出
身
で

｢

白
い
船｣

や

｢

ミ
ラ

ク
ル
バ
ナ
ナ｣

の
錦
織
良
成
監
督
が
手

が
け
ま
す
。

総
会
に
は
、
市
内
各
団
体
・
企
業
の

代
表
者
や
行
政
関
係
者
な
ど
70
名
が
出

席
。
陶
山
吉
朗
会
長
が

｢

こ
の
映
画
を

通
じ
て
雲
南
市
を

全
国
へ
発
信
す
る

と
と
も
に
、
心
に

残
る
感
動
の
映
画

づ
く
り
に
向
け
、

全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い｣

と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
錦
織
監
督
が

｢

ふ
る

さ
と
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
る
映
画
を

撮
影
情
報
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
�
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�
�
�
�
��
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�
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)

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
作
品
に
対
す

る
協
賛
金
や
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
な
ど
も

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

う
ん
な
ん
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

(

市
役
所
商
工
観
光
課
内
�
０
８
５
４�

40�

１
０
１
５)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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�������創
り
た
い｣

と
制
作

へ
の
意
欲
を
話
し
ま

し
た
。

現
在
、
市
内
各
地

で
映
画
ス
タ
ッ
フ
が

撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

う
ん
な
ん
映
像
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
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今
年
度
４
月
よ
り
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
６
月

に
再
度
予
防
接
種
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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詳
し
く
は
対
象
者
へ
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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、
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

課
ま
た
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、6

7

��-
M
9
;
N
�
H
>
=
O
�

�
P
Q
�
�
�
B
�
"
L
R

は
、
接
種
費
用
を

返
還
し
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

ま
た
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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１
歳
か
ら
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

	
�
�

５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
小
学
就
学
１
年

前(

幼
稚
園
年
長
の
年)

の
お
子
さ
ん

全
員
。

�
�



�

９
月
か
ら
委
託
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡
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今
回
は
行
事
の
中
で
感
じ
た
、
学
校
と
地
域
の

連
携
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

通
学
合
宿
が
７
月
16
日
よ
り
３
泊
４
日
の
日
程

で
吉
田
公
民
館
と
田
井
公
民
館
で
行
わ
れ
、
私
も

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
通
学
合
宿
と

は
親
元
を
離
れ
、
寮
や
公
民
館
か
ら
学
校
へ
通
学

し
、
集
団
生
活
の
中
で
児
童
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

自
分
が
直
接
関
わ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
短
い

時
間
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
収
穫
で
し
た
。

通
学
合
宿
に
参
加
し
て
い
た
児
童
の
中
に
は
ピ

ー
マ
ン
と
ニ
ン
ジ
ン
が
嫌
い
な
２
人
の
児
童
が
い

ま
し
た
。
２
人
と
も
最
初
は
食
べ
よ
う
と
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
周
囲
か
ら
促
さ
れ
て
食
べ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
児
童
の
頑

張
り
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

｢

が
ん
ば
っ
た
ね｣

｢

よ
く
食
べ
た
ね｣

と
ほ
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
そ
の
場
に
い
ら
し
た
公
民
館
長
さ

ん
に
も
報
告
し
て
ほ
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
学
校
で
も
ほ
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
、
学
校
へ
連
絡
す
る
と
、
教
頭
先
生
も｢

学
校

で
も
ほ
め
て
や
り
ま
し
ょ
う｣

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
そ
う
で
す
。

良
い
行
動
を
し
た
ら
ほ
め
て
く
れ

る
。学
校
の
先
生
も
ほ
め
て
く
れ
る
。

連
絡
が
つ
け
ば
家
庭
で
も
ほ
め
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
非
常

に
よ
い
サ
イ
ク
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

｢

昨
日
、
○
○
ち
ゃ
ん
は
自
分
で

思
い
つ
い
て
花
の
水
遣
り
を
し
た
そ

う
だ
ね
。
良
い
こ
と
を
し
た
ね｣

こ

ん
な
言
葉
を
地
域
の
方
々
か
ら
掛
け

ら
れ
た
ら
、
子
ど
も
の
嬉
し
さ
は
大
き
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
方
は
子
ど
も
に
声
を

掛
け
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
大
人
ど
う
し

も
話
が
弾
む
事
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
地
域
と
学
校
が
子
ど
も
の
様
子
に

つ
い
て
、こ
ま
め
に
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
は
今

後
、地
域
づ
く
り
や
学
校
と
地
域
の
連
携
を
進
め

る
う
え
で
大
切
な
事
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

昨
今
、
全
国
的
な
風
潮
と
し
て｢

お
宅
の
学
校

の
生
徒
が
こ
の
よ
う
な
悪
さ
を
し
ま
し
た｣

｢

学

校
か
ら
子
ど
も
を
注
意
し
て
欲
し
い｣

な
ど
の
電

話
が
多
く
か
か
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
地
域
連
携
も
学
校
と
地
域

の
連
携
も
進
み
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。｢

子
ど
も

を
ほ
め
る
た
め
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と｣

が
そ

れ
ぞ
れ
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
私
は
思
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
、
地
域

内
そ
れ
ぞ
れ
の
連
絡
が

｢

今
日
は
こ
ん
な
に
良

い
事
を
子
ど
も
が
し
ま

し
た
よ｣

で
始
ま
る
よ

う
な
関
係
を
作
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
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掛
合
町
入
間
地
区
に
あ
る
八
重
滝
駐
車

場
で
八
重
滝
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

滝
開
き
神
事
の
後
、
地
元
住
民
ら
に
よ

る
出
店
や
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
が
あ
り
、

お
盆
で
帰
省
し
て
い
る
人
な
ど
も
加
わ
り

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
と
韓
国
の
小
中
高
生
が
、
農
業
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

｢

ユ
ー

ス
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
in
木
次｣

が
８
月
１
日
か
ら
11
日

の
日
程
で
開
か
れ
、
４
日
に
は
参
加
者

(

ユ
ー
ス
11
名

と
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
タ
リ
ア
人
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
９
名)

ら
が
木
次
町
内
の
伝
承
地
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
と
木
次
町
湯
村
地
区
の
槻
之
屋
振

興
会

(

斎
藤
文
隆
会
長)

や
農
事
組
合
法
人

槻
之
屋

ヒ
ー
リ
ン
グ
ら
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、
県
内
で

は
は
じ
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

期
間
中
、
天
が
淵
や
八
本
杉
な
ど
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

の
伝
承
地
を
巡
っ
た
ほ
か
、
野
菜
収
穫
や
出
荷
な
ど
の

農
業
体
験
、
地
域
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
、

日
本
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

今
回
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生

の
大
き
な
糧
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
在
、
重
要
文
化
財

(

国
指
定
建
造
物)

で
あ

る

｢

堀
江
家
住
宅｣

の
老

朽
化
に
伴
う
保
存
修
理
事

業
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

吉
田
町
民
谷
地
区
に
位

置
す
る

｢

堀
江
家
住
宅｣

は
、
茅
葺
き
屋
根
と
三
間

間
づ
く
り
で
中
国
地
方
山

間
部
に
お
け
る
農
家
建
築

の
代
表
例
と
し
て
、
昭
和

44
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
工
事
中
に
は

｢

安
永
３
年

(

１
７
７
４
年)｣

の
墨
書

も
発
見
さ
れ
、
そ
の
建
築
時
期
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

上
棟
式
で
は
、
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
に
続
き
、
親
族
や
市
、
施

工
関
係
者
な
ど
が
見
守
る
中
、
職
人
ら
の
手
に
よ
り
棟
木
が
丁
寧
に

取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

堀
江
家
住
宅
は
、
ふ
る
さ
と
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
来
年
度

に
は
復
元
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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三
刀
屋
町
の

明
石
緑
ヶ
丘
公

園
の
隣
接
地
に

あ
る
奥
出
雲
バ

ラ
園
で
、
１
周

年
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
バ
ラ

の
摘
み
取
り
体

験

(

奥
出
雲
バ

ラ
園
・
㈲
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
・
ロ

ゼ
主
催)

が
あ

り
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら

訪
れ
た
お
よ
そ

３
０
０
人
は
、

大
東
町
の
ま
ち
づ

く
り
役
場
で
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
地
域

と
の
交
流
の
場
に
と

小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
夏
休
み
体
験
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。企

画
し
た
の
は
、

ま
ち
づ
く
り
役
場
を

拠
点
に
活
動
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
７
団
体
で
、
子
ど
も
デ
ジ
タ
ル
写
真
教
室
、
お
や
こ
木
工

教
室
、
陶
芸
教
室

(

７
／
25)

、
天
文
教
室

(

８
／
９･

10)

な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
内
、
長
い
す
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
お
や
こ
木
工
教
室

(
主
催

親
木
遊
杢
倶
楽
部

郷
原
政
義
代
表)

に
は
14
組
の

親
子
連
れ
が
参
加
。
普
段
あ
ま
り
持
つ
こ
と
の
な
い
釘
と
カ
ナ

今
年
も
赤
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
ろ
う

と
、
赤
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ポ
少
や

老
人
ク
ラ
ブ
、
流
域
自
治
会
か
ら
総
勢
１
５
０

名
が
参
加
し
、
中
ノ
大
橋
か
ら
神
原
大
橋
ま
で

の
お
よ
そ
1.3
㎞
区
間
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
は
い
る
も
の

の
、
中
に
は
か
ば
ん
や
プ
ラ
ン
タ
ー
も
あ
り
、

参
加
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ご
み

は
各
自
が
分
別
学
習
を
兼
ね
て
分
別
し
ま
し
た
。

ヅ
チ
を
手
に

悪
戦
苦
闘
し

て
い
る
人
も

い
ま
し
た
が
、

参
加
者
た
ち

は
親
子
の
共

同
作
業
を
通

し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し

た
。

濃
厚
な
香
り
と
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
が
特
徴
の｢

さ
姫｣

と
呼
ば
れ
る
バ
ラ
を
、
そ
の
独
特
の
香
り
を
楽
し
み
な

が
ら
摘
み
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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９
月
の
古
紙
回
収

(

ダ
ン
ボ
ー

ル
・
雑
誌
類
・
新
聞
紙
・
広
告
チ

ラ
シ)

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

吉
田
町
、
掛
合
町
の
古
紙
回
収

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

品
目
ご
と
に
紐
で
く
く
り
、
１

絡
み
は
10
㎏
以
内
に
し
て
下
さ
い
。

持
ち
出
し
は
当
日
の
み
で
、
各

施
設
内
の
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所

に
お
持
ち
出
し
下
さ
い
。
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犬
や
ネ
コ
は
、
私
た
ち
と
同
じ

生
き
物
で
、
終
生
飼
育
が
原
則
で

す
。
飼
い
主
の
一
方
的
な
事
情
で

捨
て
た
り
、
飼
育
放
棄
し
て
不
幸

な
犬
や
ネ
コ
を
つ
く
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず
手
放
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
場
合
は
、
責
任

を
持
っ
て
新
た
な
飼
い
主
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
島
根
県
条
例
が
改
正
さ

れ
、�

�

���

���
�
�

か
ら
ペ
ッ

ト
の
飼
い
犬
・
飼
い
ネ
コ
を
そ
の

飼
い
主
か
ら
保
健
所
が
引
き
取
る

場
合
に
は
、
手
数
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

一
頭

(

匹)

あ
た
り
手
数
料

生
後
91
日
以
上
：�

�		
	
�

生
後
90
日
以
下
：�

	
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、�

�
�
�

�

 
	
�

で
す
。

納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
郵

便
局
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

納
め
忘
れ
を
し
な
い
た
め
に
も
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替

な
ら
お
得
な!

"
#
$

を
利
用
す

る
と
、
１
か
月
の
保
険
料
額
は
50

円
割
引
と
な
り
ま
す
。

従
来
か
ら
の
口
座
振
替
は
翌
月

末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、
早

割
制
度
利
用
の
場
合
、
該
当
月
の

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
金
融
機
関
で
の
手
続
き

の
都
合
か
ら
、
引
き
落
と
し
希
望

月
の
前
月
20
日
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
申

し
込
み
を
さ
れ
た
初
回
の
口
座
振

替
に
限
り
、
２
か
月
分
の
保
険
料

が
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
半
年

(

ま
た

は
１
年)

分
ま
と
め
て
払
う
前
納

制
度
が
あ
り
、
こ
の%

&
"
'

(
 


	
�
"
'
)

と
口
座
振
替

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
わ

せ
て*

�
	
�
+
"
'
,
-
.

、

さ
ら
に
お
得
と
な
り
ま
す
。

10
月
分
か
ら
の
半
年
納
付
の
申

込
用
紙
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課
、

各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
、

社
会
保
険
事
務
所
、
一
部
の
金
融

機
関
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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介護保険制度についてＱ＆Ａ形式でお知らせします｡
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加 茂 町 �����
第１日曜

大 東 町
木 次 町

� ����

第３日曜

三 刀 屋 町 �!����
第２日曜
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地
震
、
風
水
害
、
雪
害
、
火
災

な
ど
の
災
害
に
よ
り
著
し
い
被
害

を
受
け
、
市
税
又
は
国
民
健
康
保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
方

は
、
条
例
等
の
定
め
に
基
づ
き
市

税
等

(

災
害
を
受
け
た
日
以
後
の

納
期
分
に
限
り
ま
す)

の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
1
�
/
�

�

�2
3

①
災
害
に
よ
り
死
亡
又
は
障
害
者

と
な
っ
た
と
き

②
災
害
に
よ
り
住
宅
ま
た
は
家
財

に
損
害
を
受
け
た
と
き

�

�4
5
/
6
7
1
�
/
+
8
9

:
;

災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
翌
年
の

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
住
民

税
の
申
告
の
際
に
、
雑
損
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

雑
損
控
除
額
は
、
次
の
①
と
②

の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
で

す
。損

失
額
が
大
き
く
て
、
そ
の
年

の
所
得
金
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
金
額
は
、
翌
年
以
後
３
年
間
に

繰
り
越
し
て
各
年
の
所
得
金
額
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

�
<
=
>
?
/
�

�

�2
3

次
の
区
分
に
従
い
、
減
免
事
由

発
生
の
日
以
後
に
到
来
す
る
納
付

す
べ
き
税
額
か
ら
適
用
し
ま
す
。

�
@
�
A
B
C
D
E
�

�

�2
3

①
災
害
に
よ
り
死
亡
又
は
障
害
者

と
な
っ
た
と
き

②
災
害
に
よ
り
住
宅
ま
た
は
家
財

に
損
害
を
受
け
た
と
き

F
2
3
G
H
I
J
K
-
L
M
N
O

〇
災
害
に
よ
っ
て
受
け
た
家
屋
・

家
財
の
損
害
額
が
わ
か
る
も
の

被
害
に
関
連
し
て
支
出
し
た
金

額
の
明
細

(

見
積
書
、
請
求
書)

及
び
領
収
書

〇
損
害
保
険
な
ど
に
よ
る
保
険
金

が
あ
る
場
合
、
そ
の
金
額
が
わ
か

る
も
の

〇
印
鑑

国
税

(

所
得
税)

及
び
県
税

(

個
人
の
事
業
税
、
不
動
産
取
得

税
、
自
動
車
税
等)

に
つ
い
て
も
、

減
免
や
申
告
と
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
等
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

国
税
…
大
東
税
務
署

�
０
８
５
４
�43
�２
３
６
０

県
税
…
島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

雲
南
事
務
所

�
０
８
５
４
�42
�９
５
２
０

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

"�#�$%&'($)*+,$%�

&�-.$%*/0%1�!2�

34�#�$%&'($)*+,$%�

*567�89:;*$%<&=>?

※災害関連支出の金額とは損失の金

額のうち災害等に関連して住宅家財

等の取壊し又は除去のために支出し

た金額

@ A * B C @AD/

(1) 災害により損害を受け､ 利用価値を減じた土地で､ その
損害の程度が次のいずれかに該当するもの
①被害面積が当該土地の面積の8/10以上であるとき 全 額
②被害面積が当該土地の面積の4/10以上8/10未満である
とき

1/2

(2) 災害により損害を受け､ 利用価値を減じた家屋で､ その
損害の程度が次のいずれかに該当するもの
①家屋の原形をとどめないとき又は復旧不能のとき 全 額
②主要構造部分が著しく損傷し大修理を必要とするとき 1/2

(3) 災害により損害を受け､ 事業の用に供しなくなった償却
資産 全 額

/
0
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4
0
5

6
7
-
8
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡

障
害
者
と
な
っ
た
場
合

死
亡
し
た
場
合

�
P

９
／
10
全
額

2
3
+
"
Q

障
害
者
と
な
っ
た
場
合

死
亡
し
た
場
合

�
P

９
／
10
全
額

2
3
+
"
Q

EF*/0
-.$%

@A*D/

#�*G
HIJK��
LM�K��
NO

#�*G
HI�K
��LM

200万円以下 50／100 全 額

300万円以下 25／100 50／100

400万円以下 12.5／100 25／100

※災害の程度の考え方は住民税の
場合と同じ｡

EF*/0
-.$%

@A*D/

#�*GH
IJK��LM
�K��NO

#�*G
HI�K
��LM

500万円以下 50／100 全 額

750万円以下 25／100 50／100

1,000万円以下 12.5／100 25／100

※損害の程度とは､住宅または家財の価
格に対するその住宅又は家財が受けた
損害金額(保険金等の支払を受けたとき
は､その金額を差し引いた額)の割合

広 告 欄



被
保
険
者
均
等
割
額
、
15
％
を
世

帯
別
平
等
割
額
と
し
て
、
計
算
し

た
結
果
が
次
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の

料
率
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

８
月
以
降
、
こ
の
料
率
で
決
定

し
た
一
年
間
の
保
険
料
額
か
ら
仮

算
定
額

(

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

保
険
料)

を
差
し
引
い
た
金
額
を

残
り
の
８
ヶ
月
で
割
っ
た
料
金
を

来
年
３
月
ま
で
毎
月
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�
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(
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0
1
2
3
4

�5
�
6
7
8

��8�
5
�
9

市
で
は
、
定
住
促
進
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

定
住
推
進
員
を
１
名
増
員
し
、
２

名
配
置
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
定
住
推
進
員
は
、:

;

<
=
>
?
(

大
東
町
大
東)

で
、

荒
木
正
雄
定
住
推
進
員
と
と
も
に
、

定
住
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
や
個

別
相
談
な
ど
の
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

｢

知
人

が
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
を

希
望
し
て

い
る｣
｢

貸
家
情
報
を
知
り
た
い｣

な
ど
、
定
住
に
関
す
る
情
報
提
供

や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
雲
南
市
役

所
地
域
振
興
課
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

@
A
B
C
/
@
A
B
C
D
E
4

�5
�
6
7
8

��8�
5
7
�

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
永
遠
の
平
和
の
決
意
を
新
た

に
す
る
た
め
、
雲
南
市
戦
没
者
追

悼
式
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

F
�
G
H

９
月
29
日

(

金)

午
後
２
時
〜

F
I
J
H

加
茂
文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡

������	
��
(40歳以上65歳未満の方が該当します)

算定した税額が９万円を超える場合は､９万円(賦課限度額)です｡
※昨年度は８万円でしたが､今年度から制度改正で９万円に変わりました｡

 � � � ����������	
��

①所得割 1.11％ 賦課基準総所得金額×1.11％＝所得割額

②資産割 7.58％ 固定資産税額×7.58％＝資産割額

③均等割 6,190円 被保険者数×6,190円＝均等割額 但し､ 所得基準により
７割､ ５割､ ２割減額
があります｡④平等割 4,130円 4,130円＝平等割額
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雲
南
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
に
賦
課
さ
れ
る
料
金

は
、
医
療
費
及
び
介
護
納
付
金
の

支
払
い
に
使
わ
れ
ま
す
。
１
年
間

に
か
か
る
医
療
費
を
予
測
し
、
そ

こ
か
ら
被
保
険
者
が
病
院
で
支
払

う
一
部
負
担
金
や
国
か
ら
の
補
助

金
等
を
差
し
引
い
た
額
が
、
国
民

健
康
保
険
料
の
総
額
で
す
。

雲
南
市
で
は
毎
年
８
月
１
日
を

本
算
定
日
と
し
て
、
こ
の
総
額
を
、

条
例
で
定
め
るP

J
Q
R

S

��

T
UV
W
X
Y
R

S

��T
UV
Z

[
�
	
\
]
^
R

S

 �T
U
V

_
`
a
b
c
^
R

S

��T
U

の

４
つ
の
項
目
で
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
、

料
率
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
決
定

に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
７
月
中
旬

に
雲
南
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
審
議
に
よ
り
答
申
受
け
、

決
定
し
ま
す
。

こ
の
決
定
し
た
料
率
で
、
次
の

２
つ
の
表
の
計
算
方
法
で
、
４
項

目
を
合
算
し
た
も
の
が
一
世
帯
当

り
の
保
険
料
額
で
す
。

但
し
、
介
護
保
険
分
は
��d

�

e

R�d
f
g

の
方
の
み
で
す
。

h
i
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ま
ず
、
今
年
度
の
雲
南
市
の
一

般
被
保
険
者
の
医
療
費
が
い
く
ら

に
な
る
の
か
を
過
去
の
実
績
か
ら

国
の
示
す
方
法
等
を
用
い
て
推
計

し
ま
す
。
今
年
度
は
前
年
度
実
績

に
比
べ
１
・
32
％
の
伸
び
で
15
億

２
�６
９
２
万
４
千
円
を
雲
南
市

が
負
担
す
る
医
療
費
で
あ
る
と
推

計
し
ま
し
た
。↓

次
に
、
こ
の
推
計
し
た
額
に
雲

南
市
の
老
人
保
健
へ
の
拠
出
金

(

但
し
退
職
分
に
係
る
拠
出
分
を

除
く)

５
億
１
�９
６
１
万
円
を

足
し
ま
す
。
合
計
は
20
億
４
�６

５
３
万
４
千
円
で
、
こ
れ
が
雲
南

市
の
負
担
す
る
一
般
被
保
険
者
に

係
る
医
療
費
の
見
込
総
額
で
す
。

↓

こ
の
見
込
総
額
か
ら
国
、
県
の

補
助
金

(

総
額
の
約
50
％)

見
込

10
億
３
�５
１
７
万
４
千
円
と
軽

減
額
分
等
と
し
て
雲
南
市
の
一
般

会
計
か
ら
繰
出
し
で
き
る
ル
ー
ル

分
の
見
込
１
億
５
�３
１
７
万
９

千
円
、
さ
ら
に
、
間
違
っ
て
支
払

わ
れ
る
医
療
費
返
還
分
等
見
込
５

９
３
万
５
千
円
を
引
き
ま
す
と
、

残
り
が
８
億
５
�２
２
４
万
６
千

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
調
整
率

を
掛
け
た
最
終
総
額
８
億
９
�７

１
０
万
１
千
円
を
保
険
料
の
算
定

の
基
と
し
、
こ
の
総
額
の
45
％
を

所
得
割
額
、
10
％
を
資
産
割
額
、

30
％
を
被
保
険
者
均
等
割
額
、
15

％
を
世
帯
別
平
等
割
額
と
し
て
、

計
算
し
た
結
果
が
上
の
表
の
料
率

で
す
。

※
国
保
の
医
療
分
の
保
険
料
は
、

国
保
の
一
般
被
保
険
者
分
の
み
を

基
に
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
退
職
被
保
険
者
分
に
つ

い
て
は
、
一
般
被
保
険
者
分
の
決

定
料
率
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
医
療

費
と
比
較
し
た
不
足
分
は
社
会
保

険
支
払
基
金
か
ら
す
べ
て
交
付
金

が
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

s
t
r
�
�
	



介
護
保
険
の
保
険
料
は
医
療
分

と
違
い
、
一
般
被
保
険
者
と
退
職

被
保
険
者
の
両
方
合
わ
せ
て
計
算

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

が
示
す
こ
の
平
成
18
年
度
の
雲
南

市
の
支
払
う
介
護
納
付
金
は
、
総

額
が
２
億
７
２
０
万
１
千
円
と
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

↓

こ
の
総
額
か
ら
、
国
・
県
の
補

助
金
見
込
額
や
ル
ー
ル
分
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
見
込
額
を

差
し
引
い
た
残
り
が
７
�５
４
４

万
７
千
円
で
す
。
こ
れ
に
調
整
率

を
掛
け
た
最
終
総
額
７
�９
４
１

万
７
千
円
を
保
険
料
算
定
の
基
と

し
、
こ
の
総
額
の
45
％
を
所
得
割

額
、
10
％
を
資
産
割
額
、
30
％
を

� � � � � � � � � 	
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡

ST����	
��
(国民健康保険に加入しているみなさんが該当します)

算定した税額が53万円を超える場合は､ 53万円 (賦課限度額) です｡

 � � � ����������	
��

①所得割 7.87％ 賦課基準総所得金額×7.87％＝所得割額

②資産割 33.22％ 固定資産税額×33.22％＝資産割額

③均等割 23,440円 被保険者数×23,440円＝均等割額 但し､ 所得基準により
７割､ ５割､ ２割減額
があります｡④平等割 23,020円 一世帯 23,020円＝平等割額

広 告 欄



た
め
に
必
要
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
等
の
支
援
。
②
雇
用
先
の
事
業

所
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
本

人
へ
の
雇
用
管
理
等
に
つ
い
て
助

言
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

支
援
期
間
は
個
別
に
設
定
し
ま

す
が
、
４
か
月
程
度
が
標
準
と
な

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
隔

地
に
居
住
し
て
い
る
方
も
利
用
で

き
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

職
場
復
帰
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、

事
業
所
、
本
人
、
本
人
の
主
治
医

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
職
場
復
帰
支
援
に
つ

い
て
は
、
島
根
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
�
０
８
５
２
�21
�０
９
０
０

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�	


�
�


���
	
�
�

７
月
27
日
開

催
の
雲
南
市
議

会
臨
時
会
で
、

掛
合
統
合
小
学

校
の
名
称
を
雲

南
市
立
掛
合
小

学
校
と
す
る

｢

雲
南
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例｣

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

名
称
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
掛

合
町
内
の
７
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
振

興
協
議
会
、
５
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

か
け
や
夢
の
子
園
保
護
者
の
計
13

団
体
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ
た
後
、

７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

｢

雲
南

市
立
掛
合
統
合
小
学
校
建
設
委
員

会｣

で
集
約
、
決
定
を
経
た
も
の

で
す
。

現
在
、
小
学
校
の
建
設
で
は
、

旧
掛
合
中
学
校
の
跡
地
を
造
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
造
成
完
了
後
に
校
舎

の
建
設
に
着
手
、
来
年
度
は
屋
内

運
動
場
と
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
計

画
で
、
平
成
20
年
４
月
に
新
掛
合

小
学
校
が
開
校
す
る
予
定
で
す
。

関
係
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�	
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���
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近
年
、
全
国
的
に
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
育
ち

の
基
本
で
あ
る

生
活
習
慣
の

乱
れ
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
の

解
決
に
向
け
、

雲
南
市
で
は
、

め
ざ
す
べ
き
元
気
な
子
ど
も
の
姿

を
表
し
た�

�
�
�
�
�
�

を
募
集

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
 
!

９
月
30
日

(

土)

消
印
有
効

�
�
"
#
$

元
気
な
子
ど
も
の
姿
を
一
言
で

表
し
た

｢

あ
い
こ
と
ば｣

(

例)
『

今
日
も
元
気
に

｢

行
っ

て
き
ま
す｣

、
き
ょ
ろ
パ
ス
持
っ

て
朝
か
ら
子
ど
も
探
検
隊』

な
ど

�
%
&一

般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の
部

�
�
�
'
(

１
件
に
つ
き
１
作
品
と
し
、
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、｢

住
所｣

｢

氏
名｣

｢

電
話
番
号｣

、
児
童
生

徒
の
場
合
は

｢

学
校
名
・
学
年｣

を
ご
記
入
の
上
、
応
募
く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
及
び
副

賞
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
あ

い
こ
と
ば
賞
の
選
考
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
の
著
作
権
等
の
一
切

の
権
利
は
雲
南
市
に
帰
属
し
ま
す
。

�
�
�
)

〒
６
９
９
�１
３
９
２

雲
南
市
木
次
町
木
次
１
０
１
３
�１

雲
南
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

｢

あ
い
こ
と
ば｣

係

E-mail:gakkoukyouiku@city.

unnan.shimane.jp
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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７
月
１
日
付
け
で
木
次
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
次
の
方

に
変
わ
り
ま
し
た
。

�
�
.
,
/
0
1
2
3

担
当
地
区

木
次
町
里
方(

中
組
、

共
和
、
里
方
住
宅)

4
5
%
6
7
4
8
�

�	


�
�


���
	
9
�

こ
の
制
度
は
、
が
け
地
な
ど
住

民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
場
所
に
建
っ
て
い
る
住
宅

を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
た
め
、

国
と
地
方
公
共
団
体
が
移
転
者
に

危
険
住
宅
の
除
去
等
に
要
す
る
経

費
と
新
た
に
建
設
す
る
住
宅

(

購

入
含
む)

に
要
す
る
経
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

:
;
<
=

危
険
住
宅
と
は
、
が
け
地
の
崩

壊
、
土
石
流
、
な
だ
れ
及
び
地
す

べ
り
の
危
険
が
著
し
い
区
域
で
、

建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
き
地

方
公
共
団
体
が
条
例
で
指
定
し
た

災
害
危
険
区
域
、
ま
た
は
建
築
を

制
限
し
て
い
る
区
域
内
に
あ
る
住

宅
で
す
。
《
た
だ
し
、
条
例
制
定

(

昭
和
35
年
10
月
４
日)

以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
増
築
が
な
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。》

が
け
地
、
地
す
べ
り
等
で
住
宅

の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
９
月
29

日

(

金)

ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

*
+
,
-
%
>
?
@
A
,
-
�

�	


�
�


���
	
�
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B
C
D
E
*
+
,
-
F
G
H
I

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

伴
い
、
平
成
18
年
10
月
よ
り
身
体

障
害
者
の
補
装
具
費
の
制
度
が
変

わ
り
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
仕
組
み
が
原
則

１
割
負
担
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
と
業
者
と
の
直
接
契
約
と

な
り
、
現
物
給
付
か
ら
補
装
具
費

(

購
入
費
、
修
理
費)

の
支
給
に

変
わ
り
ま
す
。

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
給

付
対
象
品
目
も
一
部
変
更
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○J
K
L
M
N

O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
%
Y
Z

*
+
,
-
%
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?
@
A
,
-
�

�	
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���
	
�
�

近
年
、
う
つ
な
ど
の
心
の
病
の

た
め
に
休
職
し
て
い
る
方
が
全
国

的
に
増
え
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
島
根
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

で
は
、
休
職
し
て
い
る
人
の
円
滑

な
職
場
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
に

[
\
]
^
_
`

を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
①
本
人
に
対
し
て
は
、

休
職
期
間
中
に
当
セ
ン
タ
ー
に
通

所
し
て
い
た
だ
き
、
職
場
復
帰
の

� � � � � � � � � 	
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡
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先
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た

８
月
の
税
金
中
、
固
定
資
産
税

(

第

２
期
分)

は
誤
り
で
し
た
。

5
6
7
8

��9
:
;
<9
=>
?

@
�
A
B
C
D
E
F
G
H

I
J
K
L
&
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a
b

c
d

e
f
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=
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平成18年
10月まで

所得に応じた負担

�����

�����

������

ただし､ 所得に応じて一
定の負担上限が設定され
る｡

�� ! ��������"# ����������

点字器・頭部保護
帽・人工喉頭・歩
行補助つえ (一本
杖のみ) ・収尿器・
ストマ用装具

補装具 日常生活用具

色めがね 補装具 廃止

重度障害者用意思
伝達装置 日常生活用具 補装具

M
N
O
P
Q
R

*
�
+
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ＳＰコードとは
音声読み上げ用の
バーコードです｡
このコードを専用
装置で読み取るこ
とで､ 記録されて
いる情報を音声に
変換することがで
きます｡
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